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第1．たたかう組織の確立
１，第81回定期大会
日時：９月30日（木）13:30～17:00　場所：奈良県産業会館　大ホール
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参加：
合計98人 
○代議員：24／40単組68／99人
○傍聴：３単組（高取町職労、県職連合、生駒市職労）３人
 ○執行部：19人
○書記局：３人
○自治研センター：１人
○来賓：４人
幸田彰子　こくみん共済coop(全労済)自治労共済推進本部
奈良県支部事務局長
北井悟司　連合奈良南和地協事務局長
上田邦芳　橿原市議会議員
中村良路　香芝市議会議員
自治労奈良県本部は９月30日、奈良県産業会館で第81回定期大会を開き、２０２２年度運動方針など５議案を決定した。大会には、68人の代議員が参加した。
開会あいさつで池本委員長からは、「新型コロナウイルス感染症で私たちの生活は一変した。医療・公衆衛生などのエッセンシャルワーカーとしての任務が遂行できる人員体制の確立が急務だ。また、コロナ禍による虐待の増加、貧困の拡大など労働組合の果たす役割が今問われている。組織強化課題では、働く仲間、人員を増やし、労働条件を改善する労働組合の運動を見せていくことが重要である。政治課題では、近く行われる総選挙で野党予定候補の勝利をめざすとともに、来年７月に予定される第26回参議院選挙では、自治労組織内　鬼木まことの必勝を勝ち取っていく」と決意が語られた。

　その後、来賓紹介では、こくみん共済ＣＯＯＰ自治労共済推進本部奈良県支部の幸田事務局長、連合奈良南和地協の北井事務局長、中村組織内香芝市議、上田組織内香芝市議が紹介された。また、阪本組織内奈良市議会議員からの一言メッセージも議長から紹介された。
　続いて、執行部から２０２１年度経過報告、２０２１年度会計決算報告、会計監査報告が行われ、質疑に入った。主な質疑は次の通り。
橿原市職労・堀代議員
①先日、県本部のホームページを見た。誰でも見られる形で機関紙「自治労なら」等が貼り付けられていた。「これで良いのか」と感じる。また、機関紙に載っている人の顔、集合写真だが、県本部役員等であれば良いとも思うが、「誰でも見られるところに、写真を撮って載せてある」というのも「どうか」と思う。若い世代は、かなり敏感なので、単組の中でも注意を払っている。そういったところを考えてもらいたい。
県職連合・杉本代議員
②一般会計、特別会計、決算報告書の資料５ページ（５）の備品積立金の仕様で、「昨年度、車を購入された」と思う。決算資料に備品関係等の台帳資料がない。県本部としての備品というのは、購入金額いくら以上か。どのような金額で備品台帳の備品として認定しているのか。
経過報告にかかる答弁
杉田書記長答弁
①ホームページにおける機関紙掲載の意図としては「できるだけたくさんの方に、長い時間、いつでも見ていただけることを意図しているところである。ご理解をいただきたい。そして、機関紙に「顔が映る」等の肖像権についてどう考えるのか、である。基本的には「内部の組合新聞(機関紙)」として、見られる方が「組織限定になる」ということ。「誰しもが見られる」という問題についても、検討・考慮していきたい。
小倉副委員長答弁
②10万円以上を「備品」として扱っている。備品台帳は指摘の通り、整理されていない状態である。今後整備していきたい。
　以上の執行部答弁の後、報告事項についての承認が行われ、２０２１経過報告、２０２１一般会計・特別会計決算報告、会計監査報告が拍手で承認された。
続いて、執行部より第４号議案「２０２２～２０２３年度役員選挙」が提案され、議案確認が行われた。そして、選挙委員会より「いずれの役職も定数内であったことから、信任投票となる」ことが報告され、休憩時間に信任投票が行われた。
休憩終了後、２０２２運動方針(案)、当面の闘争方針(案)、２０２２年度一般会計予算・特別会計予算(案)、特別執行委員の選任(案)についての提案が執行部から行われた。加えて、９月17日の単組代表者会議での議案事項質疑・答弁、補足方針案の説明を含めて全体討論を行われた。
討論では、延べ７人の代議員が発言し、県本部答弁後、原案どおり承認された。質疑・討論の内容は次の通り。
平群町職労・岡田代議員
④賃金・労働条件に関わり、２月17日町当局から改悪申入れがあった。当局から「このままの財政状況では、早期健全化基準を超える見込みであり、この状況を抜け出すために給与４％カット等を含めた処遇に協力してもらいたい」とのことだった。これまで４度のカットを受けており、「到底これ以上は受け入れられない」との思いがあった。説明を聞くと、職員のみに負担を強いる提案だった。組合としては、職場オルグや質問書の提出、複数回にわたる交渉を行ったが、納得のいく回答は、現状得られていない。９月28日にも第７回目の交渉を行った。組合から「人員を十分に確保する考えはあるのか」と当局に質したが、「適正配置をしていく」との回答にとどまった。執行部としては、「当局側が考え方を変えないのであれば、交渉の継続は困難である」との意思をはっきりと示した。町村評定期大会でも支援を確認いただいた。今後の闘いにむけて、県本部をはじめ、皆さんのご支援をお願いする。共に頑張ろう。
県職連合・杉本代議員
⑤２０２２年度一般会計予算・特別会計予算(案)、13ページ（３）特別会計④の記念事業積立金についてである。３年後に県本部が70周年を迎える。本年度は積立金を１００万円繰り入れるとのことである。その一覧が２０２２予算案の18ページに掲載されている。前年までの積立額が１４５万円、ここに１００万円繰り入れて２４５万円にする。大幅に積立金を増やす予算である。実際に何をするのか、積立の最終目標額はいくらか、教えていただきたい。
県職連合・石川代議員
⑥要望として、定年延長に絡む課題である。現在、再任用職員の待遇としては、給与水準問題だけでなく、扶養手当、住居手当の支給がない。総務省通知が根拠にされており、「自治労全体として取り組むべきテーマだ」と思うので要求に盛り込んでいただきたい。
⑦組織強化についてである。県職連合でも組合脱退が急増している。理由については、ほとんどの方が「組合費が高い」と言われる。自治労の連帯意義を説明しても、「組合費を下げてほしい」と納得されない。組合費に見合うものを組合員に返していかないと、納得が得られ難い。このままでは弱体化が留まらず、非常に危険な状況になってしまうと考える。当面の闘争方針案38ページにある脱退を未然に防ぐ取り組みとして、「未加入者むけのビラの配布」「未加入者に対するアプローチ強化」が盛り込まれているが、より強力な取り組みが必要思う。お考えをお伺いしたい。
⑧予算案の16ページ、予備費が９５１万から１２２１万円に増えている。不測の事態に備えると書かれていて趣旨は分かるが、この予備費を組織強化に使えないかと考える。連合企業の株を持ち、株主としての発言力を持つことによって、労働者の連帯を強化することはできないかと考えるので、株の運用方針を定めたうえで、運動に使っていくといことはできないかと、質問させていただく。
国保労組・吉田代議員
⑨池本委員長が今大会を持って退任される。出身単組として、これまで支えていただいた皆さんにお礼を申し上げたい。そして、第５号議、特別執行委員の選任案について、よろしくお願いしたい。
執行部答弁(桐木副委員長)

④平群町当局の提案に対して、県本部も全面的に支援をさせていただきたい。打電行動であるとか、交渉に県本部も入るとか、藤本委員長とも相談をさせていただきながら、取り組んでいきたい。
⑤最終目標を３００万円と考えている。来年度から(仮)記念事業検討委員会を設けさせていただき、その中で決めていきたい。災害支援や視察行動など、英知し、有意義に使う検討をいただければと考える。⑥定年延長、再任用職員の問題である。自治労本部として総務省に、「再任用職員の手当支給についての要望」をすでに行っている。この部分については、県本部としても闘争の重要要求として入れていきたい。⑦「脱退」の問題として、「組合費が高い」と言われる方がおられるが、「では、一体いくらが妥当な組合費なのか」という問題もある。「高い」と思われない組合活動が必要だと思う。執行部と組合員が意見交換をしながら取り組んでいきたいと思っている。⑧予備費の対応についても財政検討委員会で検討し、有効活用について執行委員会等に提案していただきたい、と考えている。⑨池本さんには、３期委員長を務めていただくとともに、長年自治労運動をけん引していただいた。感謝を申し上げる。これからは、新しいステージにむかわれる。残った役員が一丸となって頑張っていきたい、と答弁した。
　引き続き、質疑が行われた。
奈良市従・大橋代議員
⑩組織強化についである。「組合費が高い」とか、「年々組合員の組織率が低下している」ということで、会計報告の最後のページの登録実態調査結果を見て驚いた。どこの単組も会計年度任用職員、再任用職員の組織率がかなり低い。正規職員から再任用職員になっているのであるから、少なくとも再任用職員は「組織強化の対象」にしなければならないのではないか。県本部の組織強化の重点課題として取り組むべきだろう。　
奈良市従・田中代議員
⑪６月桜井市議会での議員発言として、維新の市議会議員による清掃職員に対するコロナハラスメントと清掃バッシング発言があった。この間、現業評幹事会、清掃部会で議論をさせていただいた。先日の現業評幹事会で桜井市職からの報告をお伺いしたところ。単組では、「慎重に取り扱う」ということであった。今後、桜井市職として取り組みがあれば、きっちりと県本部としてのバックアップをお願いさせていただきたい。
平群町職労・岡田代議員　
⑫先程発言を行った点についての追加発言である。町当局に対して提出した質問状の中で「赤字再建団体に陥った場合は、どのような状況になるのか」を「職員で状況認識を共有するため、夕張市長を呼び学習会を開いてはどうか」と質問をなげかけている。しかし、当局からは「財政規模も違うし、状況が違う」との回答を受けた。組合としては、「重要なことだ」と認識しているので、夕張市長を呼び何とか開催したいと考えている。県本部からのご支援をよろしくお願いしたい。
執行部答弁(桐木副委員長)

⑩今年度、本部事業促進交付金を２５０万受けている。その中で、会計年度任用職員の組織化ビラの作成、配布、勧誘のオルグなどをさせていただく。また、再任用職員についても、「引き続き組合に入ってください」というオルグ行動を単組と共に県本部全体として取り組めればと考える。「組織強化検討会(仮称)」を来月から不定期、おおむね２ケ月に１回開催させていただこうと思っている。忌憚のないご意見をいただければと思う。⑪当該の桜井市議会議員と連絡を取ろうとしているところ。議会における清掃バッシング内容について訂正を申入をさせていただこうと考えているところ。必要な行動があれば、ご協力をお願いしたいと思う。⑫夕張の学習会というのは、町村評でも「夕張市から市長を招致して、赤字再建団体についての学習会を開催していこう」とのことである。「良い取り組みである」と考えるので調整がつけば開催させていただきそのことを糧に交渉に役立てていただければと思う、とした。以上の答弁をもって質疑・討論を終えた。
　そして、各議案の採決が行われ、すべての議案が圧倒的な賛成で承認された。
そして新役員選出(２０２２年～２３年度)は、全員の信任が確認された。　
大会宣言の採択、第26回参議院議員比例代表選挙「鬼木まこと」組織内予定候補の必勝を誓う、「えさきたかしさんから鬼木まことへバトンタッチ」メッセージビデオが披露された。
最後に桐木新委員長の「２０２1現業・公企統一闘争、確定闘争にむけて、より団結してガンバロー」で大会を締めくくった。
２，執行部体制

執行委員長　　　桐木　正明（県職連合）
副執行委員長　　吉村　聖子（県職連合）
副執行委員長　　藤本　幹也（平群町職労）
副執行委員長　　藤本　恵多（平群町職労）
副執行委員長　　小倉　慎也（大和高田市職）
書記長　　　　　杉田　勝哉（御所市職労）
書記次長　　　　須貝　　縦（県職連合）
執行委員　　　　安田　秀司（香芝市職労／第３ブロック事務局長）
執行委員　　　　福田　浩之（桜井市職／第４ブロック事務局長）
執行委員　　　　宮本　幸代（奈良市職／第１ブロック事務局長）
執行委員　　　　西川健太郎（県職連合／公営企業評評議会）
執行委員　　　　北浦　竜二（奈良市従／現業評議会）
執行委員　　　　笠谷　卓見（大和高田市病組／衛生医療評議会）
執行委員　　　　森井　雅也（大和高田市職／保育部会）
執行委員　　　　中川　　学（平群町職労）
執行委員　　　　大久保俊明（生駒市職労／第２ブロック事務局長）
執行委員　　　　木内　拓也（宇陀市職労／青年部）
執行委員　　　　原田二三一（橿原市職労）
執行委員　　　　米田　勝紀（全国一般）
執行委員　　　　中井　秋智（御所市職労）
執行委員　　　　原子　義直（奈良市職）
会計監査　　　　歌藤　幸弘（勤福センター労組／第１ブロック）
会計監査　　　　飯田　哲也（天理市職／第２ブロック）
会計監査　　　　瀬川　訓啓（市町村共済労／第４ブロック）
特別執行委員　　西田　一美　宇陀市職労（連合奈良会長）
　　　　　　　　北井　悟司　宇陀市職労（連合奈良南和地域協議会事務局長）
　　　　　　　　池本　昌弘　国保労組（奈良労福協専務理事）

上田　邦芳　橿原市職労（橿原市議会議員）

中村　良路　香芝市職労（香芝市議会議員）
　　　　　　　　阪本美知子　直属支部（奈良市議会議員）
　　　　　　　　
３，専従者体制
執行委員長　　　桐木　正明　県職連合（離籍専従）
副執行委員長　　藤本　恵多　平群町職労（離籍専従）

書記長　　　　　杉田　勝哉　御所市職労
特別執行委員　　西田　一美　宇陀市職労（離籍専従　連合枠）
特別執行委員　　池本　昌弘　国保労組（離籍専従　労福協）

４，役割分担について

□企画総務部　　　　　　　部長：杉田　　　　　　　　担当書記：髙橋
企画総務部　　　　　　　　部長：杉田　　　　　　　　担当書記：髙橋
機関紙部　　　　　　　　　部長：桐木　　　　　　　　担当書記：西窪
70周年記念事業（委員会）委員長：藤本幹         　  副委員長：吉村　小倉
　　　　　　　　　　　　事務局長：須貝
　　　　委員：県職連合　市職評　町村評　現業評　公企評　
衛生医療評　社会福祉評　公共民間協　青年部
　女性部
□財政部　　　　　　　　　部長：小倉　　　　　    　担当書記：髙橋　堀ゆ
□労働部　　　　　　　　　部長：杉田　　　　　　　　副部長：吉村　藤本恵
　　　　　　　　　　　　　担当書記：西窪
労安対策（委員会）　　　　委員長：藤本幹　　　　　　副委員長：笠谷　北浦
　　　　　　　　　　　　　事務局長：吉村　　　　　　担当書記：西窪
　　　　　　　　　　　　　委員：各単組
□組織部　　　　　　　　　部長：桐木　　　　　　　　副部長：小倉　杉田
担当書記：堀ゆ　　　　　　　　　　
組織強化（委員会）　　　　委員長：吉村　　　　　　　副委員長：小倉
　　　　　　　　　　　　　事務局長：杉田　　　　　　担当書記：堀ゆ
　　　　　　　　　　　　　委員：県職連合　市職評　町村評　現業評　公企評　
衛生医療評　社会福祉評　公共民間協　青年部　女性部
組織拡大（行動委員会）　　委員長：小倉　　　　　　　副委員長：杉田
　　事務局長：須貝　　　　　　組織拡大専門員：堀ゆ
　　　   　委員：県職連合　市職評　　町村評　現業評　公企評　　　衛生医療評　社会福祉評　公共民間協　青年部　女性部
現業（評議会）　　　　　　担当執行部：北浦　小倉　　担当書記：西窪
　　　　　　　　　　　　　議長：原田　　　　　　　　副議長：山口
　　　　　　　　　　　　　事務局長：北浦　　　　　　事務局次長：筒井
公営企業（評議会）　　　　担当執行部：西川　吉村　　担当書記：西窪
　　　　　　　　　　　　　議長：森村　　　　　　　　副議長：小川
　　　　　　　　　　　　　事務局長：西川
衛生医療（評議会）　　　　担当執行委員：笠谷　吉村 担当書記：堀ゆ
　　　　　　　　　　　　　議長：笠谷　　　　　　　 副議長：松川
　　　　　　　　　　　　　事務局長：西岡　　　　　 事務局次長：井上
社会福祉（評議会）　　　　担当執行委員：藤本幹　宮本　森井
担当書記：西窪　髙橋
保育（部会）　　　　　　　担当執行委員：森井　宮本 担当書記：髙橋
　　　　　　　　　　　　　部長：森井　　　　　　　 副部長：吉田、網干、森川
　　　　　　　　　　　　　事務局長：工藤
障がい労働者問題（連絡会）担当執行委員：福田　木内 担当書記：西窪
市職（評議会）　　　　　　担当執行部：吉村　小倉
　　　　　　　　　　　　　事務局長：小倉
町村職（評議会）　　　　　担当執行部：中川　藤本恵
　　　　　　　　　　　　　議長：山香　　　　　　　副議長：藤本幹　山本
　　　　　　　　　　　　　事務局長：藤谷
臨時・非常勤　　　　　　　担当執行部：小倉　須貝　　担当書記：堀ゆ
公共民間（協議会）　　　　担当執行部：杉田
　　　　　　　　　　　　　議長：　　　　　　　　　　副議長：吉田
　　　　　　　　　　　　　事務局長：清水　　　　　　担当書記：堀ゆ
青年（部）　　　　　　　　担当執行部：木内　杉田　　担当書記：西窪
　　　　　　　　　　　　　部長：木内　　　　　　　　副部長： 
　　　　　　　　　　　　　書記長： 
女性（部）　　　　　　　　担当執行部：吉村　　　　　担当書記：西窪
　　　　　　　　　　　　
自治退　　　　　　　　　　担当執行部：桐木　　　　　担当書記：堀ゆ
男女平等・反差別　　　　　委員長：藤本幹　　　　　　副委員長：木内　原子
（委員会）　　　　　　　　事務局長：吉村　　　　　　担当書記：西窪
　　　　　　　　　　　　　委員：各単組
スポーツ（大会実行委員会）委員長：藤本幹　　　　　　副委員長：中井　原子
　　　　　　　　　　　　　事務局長：須貝　　　　　　担当書記：堀ゆ
　　　　　　　　　　　　　委員：宮本　福田　木内
教育（ワーカースクール、単組役員セミナー）
　　　　　　　　　　　　　部長：藤本幹　　　　　　　副部長：吉村　木内
　　　　　　　　　　　　　事務局長：須貝
共済推進（委員会）　　　　委員長：桐木　　　　　　　副委員長：吉村　小倉　
　　　　　　　　　　　　　事務局長：杉田　　　　　　事務局次長：幸田
　　　　　　　　　　　　　委員：藤本幹　藤本恵、各執行委員
□政治・政策・交通部　　　部長：藤本恵　　　　　　　副部長：桐木
　　　　　　　　　　　　　担当書記：堀ゆ
政治部　　　　　　　　　　部長：藤本恵　　　　　　　副部長：桐木
担当書記：堀ゆ

「鬼木まこと」対策部　　　部長：杉田　　　　　　　担当書記：堀ゆ
政策・都市交通部　　　　　部長：藤本恵　　　　　　担当書記：堀ゆ
連帯活動部　　　　　　　　部長：藤本恵　　　　　　担当書記：西窪
自治研（推進委員会）　　　委員長：桐木　　　　　　副委員長：須貝　原子
　　　　　　　　　　　　　事務局長：藤本恵　　　　アドバイザー：宮本
　　　　　　　　　　　　　委員：各単組　　　　　　担当書記：堀ゆ
社会保障対策（委員会）　　委員長：吉村　　　　　　副委員長：小倉　安田
　　　　　　　　　　　　　事務局長：中井　　　　　担当書記：堀ゆ
　　　　　　　　　　　　　委員：各単組　衛生医療　障労連　公共民間（社福関連職場）
上部団体・友誼団体への派遣
自治労本部　　　　　　　　県職共闘幹事：吉村　　　町村評副議長：藤本幹　　　　　　

近畿地連　　　　　　　　　副議長：桐木　　　　　　事務局長：藤本恵
　　　　　　　　　　　　　常任委員：杉田　松川　　顧問：北井　古川　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　青女協事務局次長：小林
連合奈良　　　　　　　　　会長：西田　　　　　　　副会長：桐木
　　　　　　　　　　　　　副事務局長：杉田　　　　南和地協事務局長：北井
　　　　　　　　　　　　　執行委員：吉村、小倉、北浦
奈良公務労協　　　　　　　副議長：桐木　　　　　　事務局長兼会計：杉田
　　　　　　　　　　　　　幹事：吉村
奈良平和フォーラム　　　　副代表幹事：桐木　　　　事務局長：藤本恵
　　　　　　　　　　　　　幹事：杉田
奈良自治研センター　　　　副理事長：桐木　　　　　事務局長：宮本
　　　　　　　　　　　　　理事：吉村　　　　　　　会計監査：小倉　杉本
　　　　　　　　　　　　　担当書記：堀
（財）奈良地域労働文化センター
　　　　　　　　　　　　　桐木　　　　　　　　　　堀ゆ

奈良労働者福祉協議会　　　専務理事：池本昌弘　　　理事：桐木　　　　　　　　　　評議員：吉村
こくみん共済ＣＯＯＰ奈良推進本部　　　　　　　　　理事：池本
近畿労働金庫奈良統括本部地区　　　　　　　　　　　　理事：池本
食とみどり、水を守る県民共闘会議　　　　　　　　　　幹事：桐木
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会計監査：西窪
地方公務員災害補償基金奈良県支部　　　　　　　　　　参与：藤本恵
５，ブロック
（１）区割り
	ブロック
	地　域
	構成単組

	第1
	奈良市（旧都祁村の区域を除く）
	10単組　県職連合　奈良市職　奈良市従　奈良清公労　奈良競争労　奈良生涯財団労　奈良勤福労　全国一般　公共ユニオン　直属支部

	第２
	奈良市（旧都祁村の区域）、大和郡山市、天理市、生駒市、山辺郡、生駒郡
	７単組　天理市職　生駒市職労　平群町職労　平群社協労　平群振興労　斑鳩町職労　消費生活労組

	第３
	大和高田市、御所市、香芝市、葛城市、磯城郡、北葛城郡
	７単組　大和高田市職　大和高田病院組　御所市職労　香芝市職労　葛城市従　三宅町職労　郁慈会労組

	第４
	橿原市、桜井市、五條市、宇陀市、宇陀郡、高市郡、吉野郡
	16単組　橿原市職労　国保労組　市町村共済労　桜井市職　桜井清公労　桜井社協労　五條市職　宇陀市職労　大宇陀寮労組　曽爾村職　御杖村職　高取町職労　東吉野村職　十津川村職　大淀保育労　五條社協労　（奈良広消協）


（２）役員体制
第１ブロック　議長：吉村（県職連合）　　　　副議長：田中（奈良市従）
事務局長：宮本（奈良市職）　　会計：小西（奈良清公労）
第２ブロック　議長：岡田（平群町職労）　　　副議長：飯田（天理市職）
事務局長：大久保（生駒市職労）会計：事務局長兼務
第３ブロック　議長：森村（御所市職労）
副議長：岩本（大和高田市職）鹿谷（郁慈会労組）
事務局長：安田（香芝市職労）会計：笠谷（大和高田市立病組）
第４ブロック　議長：堀（橿原市職労）　　　　副議長：五味（国保労組）
事務局長：福田（桜井市職）　　会計：事務局長兼務
６，執行委員会
（１）第１回執行委員会（10月25日）
協議事項
◎年間運営について　◎役割分担について◎現業・公企統一闘争（第２次）について◎確定闘争の推進について◎鬼木まこと」来県について◎2022旗開きについて◎じちろう共済の推進について◎組織対策費（小規模単組対策）について
（２）第２回執行委員会（11月22日）
協議事項

◎確定闘争の推進について◎2022新年単組交流会（旗開き）について◎政治闘争について◎第105回中央委員会にむけて◎春闘討論集会
（３）第３回執行委員会（12月21日）　
協議事項
◎2021現業公企統一闘争総括について◎021確定闘争の推進について◎春闘討論集会を踏まえた2022春闘方針（概要版）　◎第105回中央委員会に向けて（その２）◎春闘討論集会について◎政治学習会について◎鬼木応援の取り組みについて
（４）第４回執行委員会（１月24日）　
協議事項
◎2022春闘方針・当面の闘争方針について　◎奈良県市長会、町村会要請行動について◎医療・社会福祉職場の処遇改善の公務における対応について◎「第５次組織強化・拡大のための推進計画」に基づく2020‐2021年奈良県本部組織拡大行動計画の総括及び2022‐2023年奈良県本部組織拡大行動計画について◎新規採用職員組合加入の取り組みについて◎県本部ネットワーク環境の整備について◎鬼木応援の取り組みについて◎奈良県社会福祉事業団の誠実な交渉を求める打電行動の要請行動について
７，組織強化委員会
（１）第１回組織強化委員会

日時：12月17日（金）場所：橿原市中央公民館
参加者：吉村委員長、杉田事務局長、石川委員、西本委員、山香委員、森村委員、笠谷委員、吉田委員、
１）県本部財政について
負担金、人件費、活動費など、本年度の収支状況と2012年度から2021年度のまでの組合員数と、収支状況の推移を確認。次年度予算編成にあたり、委員会での議論を反映。
８，近畿地連第68回定期総会
11月５日にシティープラザ大阪で近畿６府県代議員により定期総会が開催された。
冒頭、地連議長の大野兵庫県本部委員長から、挨拶があり議案として、2021年度経過と2022年度方針の全体を岡本事務局長が提案し、現業評からは、合理化攻撃への取り組み、衛生医療評からは、コロナ禍での医療職場の課題の課題など各評議会・協議会から具体的に常任委員が提案した。決算、会計監査報告、予算を含め、全体で確認された。県本部から地連役員は次の通り。
　信任された奈良県本部選出の役員

	近畿地連役職
	氏名
	備考


	副議長
	桐木　正明
	

	事務局長
	藤本　恵多
	

	常任委員
	杉田　勝哉
	

	常任委員
	松川　誠治
	

	顧問
	北井　悟司
	元議長

	顧問
	古川　友則
	元議長


９，連合奈良第18回定期大会
連合奈良の第18回定期大会が11月10日、奈良ホテルで開かれ、役員改選で西田一美会長が再任された。本年度の活動報告、会計決算報告などを承認するとともに来年度の運動方針では「安心社会へ新たなチャレンジ」をスローガンに掲げることを確認した。

あいさつで西田会長はコロナ禍で社会情勢や経済格差が拡大したことを説明したうえで、「確実に労働者の賃金が上がるような取り組みが必要だ。連合活動を通して訴えていきたい」と意気込みを語った。先月31日に投開票された衆院総選挙については、「県1、2区では応援する候補者を出せたが、3区では候補者を擁立できなかった。非常に残念だ」と述べ、「来夏の参院選で心を合わせて戦えたら」と語った。
 このほか、池本昌弘前副会長の退任が発表され、功労者として表彰を受けた。
 表彰された池本前副会長は「一番の思い出は、連合奈良全体で取り組んだ前回の参院選。次のステージでも運動を続けたい」と感謝。ますます連合奈良の発展を祈念すると述べた。自治労出身役員は次のとおり。

会　長　　　西田一美　

副会長　　　桐木正明　

副事務局長　杉田勝哉　

　　〃　　　山根　惇

執行委員　　小倉慎也　北浦竜二　吉村聖子
第２．賃金・労働条件改善の取り組み
１，2021現業公企統一闘争（第２次）
（１）現業・公企統一闘争(第１次・第２次)の取り組み状況について
現業
	単組名
	１次 要求書提出
	１次　交渉日
	２次 要求書提出
	２次　交渉日

	奈良県職連合
	４月13日
	５月14日
	10月11日
	10月27日

	奈良市職
	５月28日
	６月21日
	10月20日
	12月１日、22日

	奈良市従
	５月24日
	７月26日回答
	10月１日
	10月11日､19日   

	生駒市職労
	５月24日
	回答指定６月４日
	10月18日
	11月30日

	天理市職
	未定出
	
	12月６日
	

	桜井市職
	未提出
	
	11月10日
	12月10日

	橿原市職労
	
	給食８月６日
	10月13日
	事務折衝10/7. 10/22

	大和高田市職
	５月11日
	回答指定５月21日
	10月29日
	12月14日

	高田市立病組
	未提出
取り組まない
	
	確定要求へ
	

	御所市職労
	未提出
	
	未提出
	

	香芝市職労
	５月31日
	回答指定６月９日
	10月18日
	11月５日、26日

	葛城市従
	未提出
取り組まない
	
	未提出
	

	五條市職
	未提出
	
	未提出
	

	宇陀市職労
	未提出
	
	確定要求へ
	

	平群町職労
	取り組み遅れ
	
	１次から継続
	

	斑鳩町職労
	未提出
	
	未提出
	

	高取町職労
	未提出
取り組まない
	
	11月24日
	11月29日

	奈良清公労
	５月21日
	
	10月７日
	

	桜井清公労
	未提出
取り組まない
	
	確定要求
	

	曽爾村職
	未提出
取り組まない
	
	１人のため
確定要求へ
	

	東吉野村職
	未提出
取り組まない
	
	現業組合員不在
	

	十津川村職
	未提出
取り組まない
	
	確定要求へ
	

	計
	７/22(32％)
	６/22(27％)
	11/22(50％)
	９/22(41％)


☆大和高田市では清掃職員の2022年度採用試験が実施され３人の採用が確認されている。
☆奈良市清美公社は2019年７月９人採用以降で、60歳未満、勤続５年以上の臨時職員を対象として、９月に採用試験を実施、10月１日から４人の正規採用を行った。
☆奈良市従では、保安員について、若干名の採用の方向性を確認しているが、人員数については、未定。
公企
	単組名
	１次 要求書提出
	１次　交渉日
	２次 要求書提出
	２次　交渉日

	奈良県水労
	８月20日
	９月13日
	未提出
	未実施

	生駒市水労
	未提出
	未実施
	９月16日
	10月15日

	桜井市職
	未提出
	未実施
	未提出
	未実施

	橿原市水労
	未提出
	未実施
	未提出
	未実施

	大和高田市職
	未提出
	未実施
	未提出
	未実施

	御所市公企
	未提出
	未実施
	未提出
	未実施

	宇陀市職労
	未提出
	未実施
	未提出
	未実施

	平群町職労
	未提出
	未実施
	未提出
	未実施

	斑鳩町職労
	未提出
	未実施
	未提出
	未実施

	計
	１/９(11％)
	１/９(11％)
	１/９(11％)
	１/９(11％)


◎２０２１現業・公企統一闘争の取り組みの総括について
☆統一闘争の県本部単組の取り組み状況について
　県本部執行部は、ヤマ場交渉強化ゾーン(１次６月４日～10日、２次10月15日～10月21日)までに各単組を訪問し、単組役員、及び単組現業評・公企評の役員に対して、職場での要求書づくり、そして要求書提出、交渉日程の設定等のオルグ行動に取り組むとしてきました。
しかし、第１次闘争および第２次闘争ともに結果として、県本部機関会議、現業、公企の各評議会幹事会での説明、ヤマ場に至るまでの取り組み指導が不十分なままでの、交渉直前点検となり、県本部基本組織、現業評、公企評が一丸となった闘争体制が構築できなかったことが大きな問題です。県本部執行部、現業評三役、公企評三役によるオルグ行動隊を編成し、専従役員だけで単組を訪問するのではなく、全執行部により、県下全組織を訪問し、取り組みの現状を確認していく取り組みが求められます。
　第１次、第２次に結集することができない単組おいては、自分たちだけで要求書を検討することが苦手であったり、交渉が不慣れであったりとするひとから、県本部、県本部現業評、県本部公企評が助言を行うなかで、単組が一丸となって取り組みを進めることが重要です。
県本部は、闘争オルグにしっかりと取り組み、「単組で何が難しい」のかを明らかにしながら、取り組みを進めていくことが必要です。
　第１次、第２次ともに取り組まない、確定闘争の時期にしか要求しないという単組が多いのも事実です。
確定闘争の中で、現業・公企の課題について、要求し交渉していくという作風が定着している単組もあり、新たにその領域を超えようとしない、単組役員もあるようです。
さてこの３年間、第１次・第２次闘争の取り組みを通年闘争として取り組んできました。しかし、取り組む体制をつくれない単組は、いずれの年も同じ単組です。いずれの単組も、少数組合員の要求は、組合全体として軽視されていないでしょうか。
なぜ、要求しないのか。新規採用がない職場には、新たな活動がめばえることは難しく、明るい未来は見えてきません。採用を求めない場合、自分たちの今いる職場を守ることができません。いまある仕事にかかわる技術を伝承できないからです。
今後、いずれ持もっと職種別の人員は少数派となり、任用替え、職転を余儀なくされることになってしまいます。「自分たちは定年まで首を切られることはない」というのは、幻想です。いつ解雇になるか分からないことを自覚し、闘うことが必要。私たちの仕事は次代につなぐ誇りある職場です。そのことを私たち一人一人に問わねばなりません。
また、県本部現業評定期総会において代議員からの発言にあった「現業・公企統一闘争の闘争方針として、第２次の闘いを『自治労本部の提起より２週間以上早める』として、確定闘争と切り分けることが必要であるとの提起がありました。その提起について、2022年度の取り組みにおいては、検討を重ねていくこととします。
　
【第２次の取り組み日程】
　９月30日、県本部定期大会で統一闘争方針について最終確認を行うとともに、大会終了後、現業・公企統一闘争委員会を開催し、以下の取り組みの推進を改めて確認しました。
(１)　要求書提出ゾーン　　10月１日～10月14日

(２)　回答指定基準日　　　10月15日

(３)　交渉強化ゾーン　　　10月15日～10月21日

(４)　全国統一闘争基準日　10月22日　県本部街宣（大和八木駅）

(５)　協約締結強化ゾーン　11月

	具体的行動
	2021現業・公企統一闘争
（第１次）
	2021現業・公企統一闘争
（第２次）

	29分食い込み集会
	２単組（奈良市従・香芝市職）
	２単組（奈良市従・香芝市職）


☆10月22日　統一闘争街頭宣伝行動について

新型コロナウイルス感染対策を踏まえ、例年開催している、現業・公企統一闘争の決起集会については、駅前街頭宣伝行動に切り替えた。街頭宣伝では、大和八木駅前で駅利用者に、公共サービスを担う現業・公企職員として職場課題のアピールビラをティッシュに挟み込み５００部を配布しました。公共サービスの質の確保と現業・公企の職場を守るための要求書を出し、労使交渉を行い、直営堅持(よりそれに近い提供体制をつくる)と人員採用について全単組で改善はかることをめざしていくこと、働きやすい職場、働き続けられる環境を実現していくことを訴えました。
10月22日　大和八木駅前　街頭宣伝行動
18：30　開会　　　　　　　　　　　杉田書記長
18：35　主催あいさつ　　　　　　　桐木委員長

18：40　現業・公企　代表あいさつ　森村公企評議長

18：45　連帯あいさつ　　　　　　　上田橿原市議会議員

18：50　現業評議会アピール    　　北浦現業評事務局長
公企評議会アピール    　　西川公企評事務局長
19：05　駅前　ビラ入りティッシュ配布

19：20　シュプレヒコール　　　　　原田現業評議長

19：30　団結がんばろう　　　　　　森村公企評議長
19：40　終了

☆決起集会から街頭宣伝への変更について(現業評幹事会　意見)
○第81回定期大会の当面の闘争方針案における2021現業・公企統一闘争の推進にあっては、９月17日に　行われた単組代表者会議で、10月22日は決起集会の(予定)であった。
○９月30日の第81回定期大会では、「当面の闘争方針案では県本部街宣行動」として提案。同日の闘争委員会においても街宣行動として確認された。
○10月１日、現業評議会の四役会議が開かれた。四役会議では、議論の中で「街頭宣伝」となったが「統一闘争への意思統一の取り組みについて再度検討いただきたい」との意見があった。
○後日、桐木委員長、杉田書記長にその旨を事務局から伝えた。
○桐木委員長、杉田書記長からは原田議長、北浦事務局長に対してその趣旨の確認が行われた。
○桐木委員長、杉田書記長は、「街宣行動の取り組みとして実施していきたい」との姿勢であったことから、新たな取り組みの試行ということで、「今年度については、街頭宣伝、ビラ配布行動」として、近鉄八木駅前での街頭宣伝行動となった。「この行動の目的、何のためのものであるのか、趣旨がはっきりせず、理解できない」との意見が現業評四役内であった。
○行動日当日は「決起集会」という「開会次第」となり、行動では、組合内部のみの主張が行動前面に出される行動となった。行動アピールの目的がはっきりしないものとなってしまったのではないか。
○現業・公企現場の声とか。思いとか。取り組みとか。せめて「要求書出せないけれども、集会は行けるで」とかいう単組が、要求書を出したことの単組報告を聞く等によって、「次に何か出せる、そういう力になれるのではないか」と思っている人もいるかもしれない。そういう取り組みの方がよかったのではないか。
○県本部第１回執行委員会(10月25日)の経過報告では、「有意義な集会」との四役側からのコメントがあった。
○現業評議会幹事会としては、「次の現業・公企統一闘争に活かしていきたい」と。成功かどうかは分からないけれど、過程として「それがほんまに、この今の時期の山場闘争にふさわしいのか」ということは、「きっちり総括をしし、教訓化しないといけない」と考える。
第３．労働基本権の確立と団結権を守る取り組み
１，組織拡大・強化の取り組み
（１）2022自治労組織集会
日時：12月8日（水）10：00～17：00　場所：プラザエフ（東京）＋ＷＥＢ
参加者：桐木、杉田、堀
第５次組強計画の進捗状況と今後の課題・対応、新規加入の取り組み、共済と連携した取り組みを提起後、分散会に分かれて討議。単組・県本部の課題や取り組み状況、本部に求める点について討議。
（２）第１回組織拡大行動委員会
日時：１月17日（月）場所：県社会福祉総合センター
参加者：小倉委員長、杉田副委員長、須貝事務局長、石川委員、門川委員、森村委員、笠谷委員、吉田委員、堀委員
１）組織拡大行動計画について
2022年の計画を確定（新採加入率の目標や重点単組の指定について）
２）新規採用職員の取り組みについて
・基本目標　100％加入。70％に満たない単組は70％。70%に満たない単組は５％増を確認。
第４．制度・政策活動の取り組み
１，地方自治研究活動の取り組み
（１）自治研推進委員会
１）推進委員会体制

推進委員長
桐木副委員長

副推進委員長
須貝執行委員、原子執行委員

事務局長
藤本副委員長

アドバイザー
宮本奈良自治研センター事務局長

担当書記
堀書記

推進委員
下記のとおり　※１月25日現在
	単組名
	おなまえ
	単組名
	おなまえ

	県職連合
	杉本　博章
鍛治谷　裕喜
	十津川村職
	

	奈良市職
	井戸上　憲明
北川　優貴
	大淀保育労
	

	奈良市従
	田中　宏和
	東吉野村職労
	

	生駒市職労
	鈴木　満也
	曽爾村職
	納村　拓也

	天理市職
	上村　智志
	御杖村職
	

	桜井市職
	福田　浩之
外嶋　繁
	国保労組
	五味　忠幸

	橿原市職労
	門川　倫治
石坂　泰士
	奈良清公労
	寺西　文

	大和高田市職
	原塚　秋馬
	桜井清公労
	福西　浩一

	香芝市職労
	
	桜井社協労
	

	御所市職労
	
	大宇陀寮労
	

	五條市職
	
	市町村共済労
	西梶　泰史

	宇陀市職労
	下田　晃之
	平群振興労
	

	葛城市従
	
	平群社協労
	

	斑鳩町職労
	
	奈良競走労
	

	平群町職労
	松田　智晴
	郁慈会労組
	

	三宅町職労
	
	奈良生涯財団労
	

	高取町職労
	
	奈良勤福Ｃ労組
	


２）2021－2022研究・活動テーマ


第１回推進委員会において、下記２テーマに決定した。
①【市民】【個人参加型】無人駅（ＪＲ畝傍駅）清掃を通じて地域活性化（マルシェ、等）を！
②【職場】【組合型】自治体における災害時の新たな避難所運営
３）第１回推進委員会（Ｗｅｂ併用）

日程：12月23日（木）18:30～
会場：奈良県社会福祉総合センター

出席：≪対面≫８人　≪Ｗｅｂ≫５人

主な確認・決定事項：下記のとおり

○中間年における学習会（講演会）について
新型コロナウイルス感染拡大により延期していたが、１月開催にむけて進めていく。

◇駅前マルシェ開催に伴うノウハウの助言《25分》
帯解駅舎保存・活用の会役員、萩原苺農園代表
帯解駅前で開催されたマルシェについて、ノウハウ、留意点、苦労した点　　等について、助言いただく。
◇新型コロナウイルス感染者の搬送から学んだ感染防止対策の避難所運営へ　の助言《25分》
消防職員（全消協近畿ブロック組合員）
救急車という狭い空間、感染者かどうか明確でない状況で対応してきた経験　を踏まえ、小規模避難所での対策について、助言いただく。
避難所での感染と疑われる症状が出た方への対応、消防署との連携につい　て、助言していただく。

◇参加者による意見交換《20分》

○スポット学習会「行政のデジタル化（ＡＩ、ＩＴ化を中心に）」について
新型コロナウイルス感染拡大により延期していたが、２月中に開催する方向で進めていく。

○年間活動計画について

　協議の結果、下記のとおりの計画を策定した。
	月
	活　　　動

	12月
	第１回自治研推進委員会（23日）

	１月
	無人駅（ＪＲ畝傍駅）清掃活動（８日）
学習会（講演会）

	２月
	第２回自治研推進委員会、スポット学習会

	３月
	無人駅（ＪＲ畝傍駅）清掃活動

	４月
	第３回自治研推進委員会

	５月
	無人駅（ＪＲ畝傍駅）清掃活動
第４回自治研推進委員会

	６月
	第５回自治研推進委員会

	７月
	無人駅（ＪＲ畝傍駅）清掃活動

	８月
	第６回自治研推進委員会

	９月
	無人駅（ＪＲ畝傍駅）清掃活動
自治研集会


４）無人駅（ＪＲ畝傍駅）清掃活動
　１月８日（土）開催を予定していたが、新型コロナウイルス変異株「オミクロン株」による感染急拡大により、延期とした。
５）学習会（講演会）
１月開催にむけて準備を進めていたが、新型コロナウイルス変異株「オミクロン株」による感染急拡大により、延期とした。
第５．平和と民主主義を守る取り組み
１，憲法を守る取り組み
（１）憲法理念の実現をめざす第58回大会（第58回護憲大会）


日程：10月30日（土）～31日（日）


会場：仙台国際センター

参加：藤本副委員長（奈良平和フォーラム事務局長）
２．脱原発・核兵器廃絶の取り組み
（１）高校生１万人署名活動を支援する取り組み
11月27日（土）
平和と反差別のための音楽フェスタ「つなぐ」　＠なら100年会館

12月18日（土）～19日（日）




第24代高校生平和大使結団式　＠広島
12月21日（火）
支援団体表敬訪問
３．反戦・反基地、平和闘争の取り組み
（１）奈良平和フォーラム

１）第１回幹事会


日程：12月22日（水）
会場：リガーレ春日野


参加：藤本副委員長（奈良平和フォーラム事務局長）
（２）奈良平和フォーラム結成20周年事業第１回学習会

日程：
１月17日（月）18:30～
会場：奈良県産業会館　大会議室
参加：
合計32（うち自治労　奈良市職６、奈良市従１、生駒市職労１、大和高田市職１、平群町職労４、全国一般２、県本部２）


内容：
テーマ「コロナ禍で世界は？～カンボジア在住者からの報告～」



古川沙樹さん（ＮＰＯ法人サンタピアップ代表）
第６．政治闘争の取り組み
１，議会議員選挙の取り組み
（１）第49回衆議院選挙選挙において支援をおこなった。結果は下記のとおり。
2021年10月31日投開票
１）奈良県第１区
馬　淵　澄　夫（立憲民主党公認）93,050票　当選

　２）奈良県第２区
猪　奥　美　里（立憲民主党公認）54,326票　次点
（２）奈良県議会議員補欠選挙において支援をおこなった。結果は下記のとおり。
１）奈良市・山辺郡選挙区
　　　階　戸　階　一（立憲民主党公認）41,596票　当選
第７．文化・スポーツ活動の取り組み
１，奈良県労働者福祉協議会事業への参画
（１）奈良県勤労者美術展

　奈良県勤労者美術展が12月16日から18日にかけて開催された。県本部としては、各単組・組合員へ作品の出展ならびに見学を周知した。また、開催に伴っての運営にも参画し、成功にむけて取り組んだ。

第８．各労働者のたたかい
１，現業労働者のたたかい
（１）2022年度　現業評定期大会
県本部現業評議会は、10月８日、田原本青垣生涯学習センターで２０２２年度定期総会を開催した。11単組、来賓を含めて31人が参加した。　
　開会にあたり原田議長は、「全国では、退職者不補充や任用替えなど合理化に歯止めがかかっていない。安心・安全の公共サービスを住民に提供できるよう粘り強く、新規採用を獲得していこう」とあいさつした。
　続いて、激励に駆けつけた桐木県本部委員長からあいさつを受けた。
　また、自治労組織内参議院議員予定候補・鬼木まことさんからの激励メッセージが紹介された。  

　続いて、２０２１年度経過報告が北浦事務局長から報告され、全体が承認を受けた。
　その後、２０２２年度運動方針（案）、２０２１現業・公企統一闘争（第２次闘争）（案）が山口副議長、筒井事務局次長からそれぞれ提案された。
　質疑・討論では、奈良市従・大橋さんから「現業・公企統一闘争(第２次闘争)の真っ最中に、県本部から『確定闘争の取り組みを報告せよ』とは、ちょっと無理がある。産別闘争として、集中すべきだ。県本部の姿勢はどうなのかと思う。確定闘争推進を言うならば、もう半月、統一闘争を早めないといけない。来年度は県本部の方針をつくる段階ですり合わせをしていただきたい」との意見が出された。
幹事会からは、「現業評議会としても、時期を考えながら、確定闘争とのバランスも含めて考えていきたい」との答弁が行われた。
また、奈良市従・田中さんからは、「統一闘争については、総括をしっかりしていただきたい。できなかった単組がなぜできなかったのかを分析し、全単組が要求書を出し、交渉できるよう現業評議会として取り組んでいただきたい」と発言した。
　幹事会からは、「現業評として、きっちりと考え、県本部執行委員会でも、『単組の要求書の提出、あるいは確定闘争の交渉が、どの辺でいき詰っているのか』ということも含めて、総括したうえで、取り組んでいきたい」との答弁がなされた。
その後、運動方針案、統一闘争方針案が承認された。
　続いて、２０２２年度役員体制案が提案され、圧倒的な拍手で役員（別記）の承認が行われた。
　最後に原田議長の「活気に満ち溢れた現業職場の確立と組合員の笑顔の実現にむけて団結ガンバロウ」で総会を終えた。
２０２２年度　現業評議会役員体制
議長　　　原田二三一（橿原市職労）
副議長　　山口　貴史（大和高田市職）
事務局長　北浦　竜二（奈良市従）
事務局次長　筒井　俊博（県職連合）
清掃部会長　田中　宏和（奈良市従）
＊給食部会長、用務員部会長は未選出
（２）幹事会
１)第１回幹事会
日時：2021年12月10日(金) 18時35分～20時00分
場所：田原本青垣生涯学習センター　研修室２・３
出席：計10単組＋事務局　25人
内容：報告事項
・10／８　定期総会における議論報告及び役員体制について確認した。

・12／３　労働災害一掃職場集会の実施単組について確認。６職場が取り組みを実施。労使合同開催が１単組（平群清掃）、組合開催が５単組。６単組がビラを配布。２単組で職場決議を採択。時間内職集会が４単組（奈良市従、生駒市職労・学校給食、香芝市職労、平群町職労）、時間外職場集会が３単組（県職連合、生駒市職労保育給食、橿原市職労）となった。

・諸会議報告
○近畿地連清掃部会幹事会、清掃集会について、次の年度は和歌山担当を確認。
協議事項
1.2021現業・公企統一闘争の取り組みについての意見
統一闘争の取り組みの各単組状況を確認し、10.22の統一行動日における街頭宣伝および決起集会についての議論。

・統一闘争アピールの街頭宣伝ならば、私たちの仕事の重要性、直営の必要性など、それぞれの職場で起こっている問題をもっとアピールするものとして実施した方が良い。趣旨、目的が薄れて、ぼやけてしまった。
・アピール内容、計画については、しっかりと県本部、現業、公企と話し合って計画をしていくよう取り組むべきだ。
・アピールビラは、ティッシュと一緒に配るのではなく、真正面から内容を伝える取り組みとするべきだ。統一闘争山場にむけたアピールとした方が良い。
・１カ所のアピールだけでなく、県内のいろいろな場所でのアピールしていく方が良い。
・統一闘争の決起集会であれば、集会ということでしっかりと計画していくべき。　
・県本部委員長、書記長と十分な議論なく、結果として今回のアピール行動となってしまってことは、残念。
・今回の取り組みについて、様々な意見があるが、取り組みの決定に至るプロセスや反省点など、今後の取り組みに活かしたい。
２.年間行動計画の基本的な考え方について
３.2022年度の現業集会の開催（２月頃）について
４.幹事会、部会幹事会のＷｅｂ併用開催が可能かについて検討した。
（３）現業職場からの労災一掃統一行動12・３職場集会の取り組みについて　
　  自治労は、労働災害の多発が懸念される年末年始の繁忙期である12月に、「現業職場からの労働災害を一掃するための職場集会」を12月３日に始業時職場集会として実施するよう各単組へ文書指示・連絡を行い、「全国一斉の集会実施に結集するとともに、労働安全に対する意思統一を行う」こととした。 

　　実施単組は、以下の通り（＊12月18日まで）。
	単組名
	職場集会
主催者
	職場決議の採択
	ビラ
配布
	実施時間
（内・食い込み・外）
	参加人数

	奈良市従
	労働組合
	　×
	配布
	７時35分～45分（内）
	70人

	平群町職労
	労使共催
	　〇
	配布
	８時25分～35分（食い込み）
	　23人

	県職連合
	労働組合
	　〇
	配布
	８時20分～30分（外）
	　35人

	香芝市職労
	労働組合
	　×
	配布
	８時15分～20分（内）
	28人

	奈良市職
	
	
	
	
	

	生駒市職労
	労働組合
	　×
	配布
	８時20分～25分　　　　中保育園（外）
	　４人

	生駒市職労
	労働組合
	　〇
	配布
	11時40分～12時（内）　　　　学校給食センター
	　12人

	橿原市職労
	労働組合
	　×
	配布
	８時～８時15分（外）
	　40人


（４）諸会議について
１)  10／30　近畿地連現業評定期総会　(大阪シティプラザ)
　　　　山口副議長の、地連現業評幹事継続が確認された。
　　　　総会参加者は、山口副議長、原田議長は大会議長を務める、筒井事務局次長、田中
清掃部会長、新井清掃部会事務局長、平群・藤本委員長が参加した。　
２)　11/28(土)　自治労本部　現業セミナー
直接参加：会場主婦会館(プラザエフ)７階　カトレア
　　　　　奈良県内Ｗｅｂ会場：奈良地域労働文化センター　
13時00分～16時00分　参加：平群町職労２、事務局１
　　　　　○基調提起　吉村現業局長
　　　　　・現業労働者の人員確保、賃金改善、労働安全衛生の確立
　　　　　・会計年度任用職員の処遇改善と組織化の取り組み
　　　　　　学校給食69.2%、学校用務員65.1%が会計年度任用職員となっている。
　　　　　・民間委託により技術、技能、知識継承ができなくなる。民間へ仕事ノウハウが移行してしまう問題がある。

　　　　　○講演①「労働安全衛生の確立」八王子市職書記長　武藤　美幸さん
　　　　　○模擬労働安全衛生委員会
　　　　　○講演②「現業職場の現状と会計年度任用職員の課題」
本部組織拡大局長　佐藤久美子さん
　　　　　○講演③「共に闘うために!会計年度任用職員の仲間づくり」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本部組織拡大オルグ　北川　啓子さん
３）12/４ 近畿地連現業評清掃部会　第１回幹事会
10時00分～12時　　ＰＬＰ会館   田中部会長　出席
         　○協議内容：2022年度　近畿地連清掃集会について
４）12/６  近畿地連現業評用務員部会　第１回幹事会
15時30分～   ＰＬＰ会館　欠席
５）12/11　第２回　現業評全国幹事会
   　　 　　12時～16時　　主婦会館(プラザエフ)７階　カトレア
　　　　　　　　原田議長　直接参加
　報告事項　○2021年度　現業・公企統一闘争により、780人ほどの新規採用者が取れていることが報告された。
　　　　　　○藤森副委員長から、エッセンシャルワーカーである現業労働者の奮闘への感謝が訴えられた。
　協議事項
　　　　　　○2022年度　現業・公企統一闘争日(第２次闘争)が10月14日に設定され、早められた。
　　　　　　○現業職員の減少する中で評議会が崩壊した単組が出ており、どのように解決すべきか等の論議があった。人員確保交渉を続けていくとの考えが示された。
 ６) 12/18 　第２回　近畿地連　給食部会幹事会　　
13時～16時    ＰＬＰ会館　代理出席　西窪
○近畿地連学校給食集会についての開示用確保、集会運営費用の概算、
　 集会講演内容などについ議論。
７) １/29   近畿地連　拡大第1回幹事会　
15時～17時　　ＰＬＰ会館　山口副議長　（出席予定）
２，公営企業労働者のたたかい

（１）幹事会
１）2021年度　第２回幹事会　　  
　日時：2021年９月15日(水)18：45～20：55

　場所：奈良県社会福祉総合センター　第２会議室
　参加：森村議長、西川事務局長、堀幹事、鈴木幹事、岩本幹事、西窪書記　
　　　　５単組＋事務局　計６人
　内容：経過報告事項　○役員体制についての確認。○第37回自治労水週間の取り組みについて、○県域水道一体化について
協議事項
①水道一体化についての組合員意識調査の内容について議論。同時に北和水道協議会における関係市町村職員へのアンケートの取り組み実施予定について、内容、取り組み、労働組合組織の枠を超えての取り組みが可能か等について議論。
　　　　　９月24日開催の北和地協議の会議について、鈴木幹事から自治労・公企評の　　　　考えについて提起し議論を要請してもらうこととした。論議結果は、後日森村議長、西川事務局長に報告してもらうこととした。
②2022～23年度　県本部執行委員として、公営企業選出を県職連合・西川健太郎さんに２年任期（のうち１年の間のみ）をお願いしていくことを確認し、立候補届を提出してもらうこととした。
③近畿地連公営企業評議会への役員派遣について、近畿地連公営企業評の府県職公企幹事として、県職連合・県水労の西川健太郎さんに参加いただくことを確認した。奈良県選出の上水幹事１人については、確認決定できなかった。そのため９月23日の地連公企定期総会では、上水幹事を「調整中」として提案いただくことを確認した。
　　　 ④県本部定期大会における「2022年度県本部公営企業評の取り組み方針（案）」、「当面の闘争方針（案）―公企関係」、「2021年度　現業・公企統一闘争(第２次闘争)の推進（案）」を確認、および統一闘争期の職場ビラ「公企新聞」について、一部修正を確認して、職場配布を了承した。
 ⑤鬼木まことさんの推薦を県本部公営企業評として確認した。　
　　　 ⑥次年度の公企評役員選出について議論、平群町職労からの副議長選出ができない平群町職労の公企評状況より、他の単組からの派遣ができないかについて協議。他の単組からの副議長へ就任の意思表示がなかったことから、平群町職労公企の役員に「名前だけでも加わってもらえないか単組に確認していくこととした。
⇒　後日、平群町職労の藤本委員長より組合員本人に確認をしてもらい。「名前だけでとなるが・・」との了承は得た。
（２）2022年度　近畿地連　公営企業評定期総会
日　時：９月23日（木）10:30～
場　所：大阪市・ＰＬＰ会館

参　加：滋賀１人、京都４人、奈良３人、和歌山４人、大阪１４人、兵庫８人、６府県本部25単組　計34人　（ＷＥＢ参加含む）
内　容：　
　　近畿地連公企評は、2022年度定期総会を９月23日大阪市・ＰＬＰ会館で、25単組34人が参加し、開催しました。三宅議長より主催者あいさつの後、大阪府本部の中野委員長より来賓あいさつを受けました。その後、総会の前に鬼木まことさん（第26回参議院議員選挙・自治労組織内予定候補）にＷＥＢにてあいさつを受け、近畿地連公企評として当選にむけて支援の輪を拡げることを確認しました。
2021年度活動報告・総括、2022年度情勢・活動方針と新年度役員体制を全員で確認

しました。
役員体制では、米田周平幹事、芝本裕哉幹事、小島隆幹事が退任され、寺西桂二幹事、中西博之幹事が新たに選任されました。
（３）自治労本部　公企評　2022第２回全国幹事会

日時：12月４日～５日　（自治労会館、 Ｗｅｂ参加　併用ハイブリット）
　　　参加：西川事務局長
　　　内容：○鬼木あいさつ
　全国の多くで人員不足が深刻で、ギリギリの状態で働いている仲間の笑顔を取り戻すための取り組みと運動の推進をめざします。
【報告事項】
・2022年の各組織体制変更等の確認
・「第37回自治労水週間」の各県本部の取り組み報告
・経過報告と運動方針の提起（次回の中央委員会の議案）
　→諸会議の報告
　　　　　→ＰＦＩ／コンセッション方式導入を阻止するための取り組み
・各地連の報告
【講演】
「大阪の水道事業広域化の報告と現状」　大阪府本部　寺西さん
　　　　　　大阪広域水道事業団への統合を組合視点で四條畷市を例に紹介が
あった。
　　　　　　奈良県の広域化（一体化）とは統合の形態こそ違うが、当時作成された要求書が紹介されました。
・「公営企業評議会を担うみなさんへ（エール）」　前参議院議員　あいはらさんより行われました。
３，衛生医療労働者のたたかい
日時：11月14日（土）11:00～16：00（ＷＥＢ）
自治労本部・衛生医療評議会において、「公立病院に対する新たなガイドラインの策定について」をテーマに、城西大学・伊関友伸教授より動画公開配信にて講演を受け知識を深めた。
４，保育労働者のたたかい
（１）第34回保育部会総会

日時：11月６日（土）14：00～15：30
場所：天理市民会館　大会議室

■総会

〇2021年度経過報告

〇2022年度活動方針

　・３歳児の配置基準15:１の全単組での着実な実施

　・業務改善の取り組み　など

〇2022年度新役員体制

　部長　　：森井雅也（大和高田市職）

　副部長　：吉田真佐美（宇陀市職労）、網干一人（橿原市職労）、森川宜宏（天理市職）

　事務局長：工藤達也（奈良市職）

■学習会

総会終了後、「県内単組の課題を共有し、みんなで話し合おう」と題して学習会を行った。
天理市職・五條市職・大淀保育労から、こども園開園を控え、保育士・幼稚園教諭の業務内容や処遇の違いをどう擦り合わせていくのか、幼稚園教諭とのつながりや組織化について、保育部会の存続について等、それぞれの単組課題が報告された。また、橿原市職労からは、幼稚園の再編や民間活力の導入といった橿原市への「適正化検討委員会」の「答申書」を受け、職員の不安や疑問の声が報告された。
会場からも、それぞれの園の現状やこれまでの取り組みが報告され、「保育所と幼稚園の両方の良いところを取り入れながら、こども園で働くすべての職員が協力し合って取り組んで行ってほしい。」「民営化は私たちの職場が奪われるという事、子どもたちの利益を守るためにも絶対反対の立場でしっかりと交渉していく事が大切。」等の助言や意見が出された。
参加者からは、「組合の大切さがわかった。」「組合活動の今後の方向性を再確認できた。」等の感想が寄せられた。

参加：奈良市職15、天理市職７、桜井市職４、橿原市職労５、大和高田市職１、五條市職６、宇陀市職労２、平群町職労４、大淀保育労４、曽爾村職１、県本部３【10単組52人】
（２）幹事会

１）第１回幹事会

日時：11月６日（土）15：30～16：00　　
場所：天理市民会館　大会議室

　参加：９単組21人＋県本部２人
　①幹事会について
・単組間の情報共有、意見交換の場としていく。
・幹事会の持ち方について、
　　※現在、開催時間を15時からとしているが、今後は夜開催も考えていくことを確認した。
　②2022年度年間活動予定について
２）第２回幹事会
日時：12月16日（木）15：00～16：45
場所：橿原市中央公民館　第２会議室

　参加：７単組９人＋県本部２人
　①各単組状況について
②保育学習会に向けて
③2022自治労近畿地連社会福祉評議総会及び第15回福祉集会への参加について
④2022年度県本部各種委員会委員の選出（社福評選出）について

（３）上部団体会議等への参加

□中央本部

１）2022年度社会福祉評議会第１回全国幹事会（Ｗｅｂ）

　日時：12月12日（日）13：00～16：00

　場所：奈良市職員組合事務所

参加：吉田（宇陀市職労）、國岡（奈良市職）、宮本（県本部）
□その他

１）奈良県人権保育研究集会

　日時：12月12日（日）13：00～16：00

場所：奈良県社会福祉総合センター
参加：奈良市職11、生駒市職労２、大淀保育労４

（４）その他
○2022年度３歳児の職員配置に関する実態調査（本部からの調査依頼）

　回答：奈良市職、生駒市職労、天理市職、桜井市職、橿原市職労、五條市職、御所市職労、宇陀市職労、平群町職労、大淀保育労、香芝市職労、曽爾村職、（12単組）

５，青年労働者のたたかい
（１）第62回県本部青年部定期大会
　　日　時：12月24日（金）　場　所：県社会福祉総合センター
第62回県本部青年部定期大会を2021年12月24日(金)、奈良県社会福祉総合センターにおいて開催した。
　冒頭、鍵谷青年部長より定期大会の開催が遅れ年の瀬になってしまったことへの謝罪、年末の忙しい中また、コロナ禍で感染リスクが警戒される中での大会出席について感謝を述べた。
　来賓の杉田県本部副執行委員長より昨年に引き続き新型コロナの流行によって活動への制限があった情勢や自治労が抱える課題について挨拶をうけた。
　その後、木内書記長より2021年度の活動報告が行われ、今年度は新規採用職員歓迎会や学習会などのイベント事は行えなかったが近畿地連青年女性協議会に結集する形でサマーセミナーが開催されたことを報告し、活動報告は承認された。
続いて、木内書記長より2022年度運動方針(案)[賃金・労働条件改善にむけての取り組み][組織強化・拡大の取り組み][平和活動への参加・参画][労働者自主福祉運動の推進]が提案された。そして、「次代を担う青年層組合員が労働組合の必要性を仲間たちと共有し、自治労運動の先頭に立ち、次代へと受け継いでいける労働運動を展開していく」という基本方針が確認された。
　また、2022年度役員選出においては全員が信任をうけ、木内新青年部長を中心に一年間の活動を行う体制が構築された。
2021年度をもって引退する鍵谷青年部長からは、コロナ禍により４，５，６月と休会を決断し労働運動を展開していけなかった。と自責の念を語った。
　木内青年部長による団結ガンバロー定期大会は締めくくられた。
部長
　木内　拓也（宇陀市職労）
常任委員　井上　知彦（東吉野村職労）・富本　忠寛（東吉野村職労）・森田　貴文（橿原市職労）・田尻　舞（橿原市職労）・見上　真悟（平群町職労）・森本　浩揮（大和高田市職）・久保　喜輝（大和高田市職）・辻　真佑（高取町職労）・安川　侑志（高取町職労）・峯林　駿介（桜井市職）・吉田　圭佑(桜井市職)
林　孝紀（国保労組）・若本　悠希（国保労組）




　　　　　　　　　　　　　　　　　（2022/1/18現在）
（２）上部団体・友誼団体への派遣
県本部執行委員

　　　　　執行委員
木内　拓也
連合奈良青年委員会
　　　　委員

木内　拓也
近畿地連青年女性協議会


木内　拓也
男女平等・反差別委員会　　　　　　　　　　　副委員長
木内　拓也
自治労共本部奈良県支部推進委員会




　　　　　　　　　　　推進委員
木内　拓也
組織強化委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員

木内　拓也
（３）常任委員会・四役会議
第１回常任委員会（1月19日　奈良県社会福祉総合センター）
報告事項
各単組　取り組み報告


第62回奈良県本部青年部定期大会
協議事項
年間スケジュールについて


その他
６，町村職労働者のたたかい
（１）　第48回町村評定期大会
日時：９月８日（木）19:00～
会場：奈良県社会福祉総合センター　研修室Ｂ・Ｃ
参加：≪代議員≫５単組11人（高取２、平群４、三宅２、東吉野１、十津川２）
　　　≪三役、幹事、県本部≫５単組＋県本部15人（高取３、平群２、三宅３、東吉野２、十津川３、県本部２）
内容：①2021年度活動報告
　　　②2022年度活動方針（案）
③2022年度役員体制（案）

議長

山香慶造（十津川）

副議長

藤本幹也（平群）、山本康樹（三宅）

事務局長
藤谷信行（高取）
幹事

調整中（斑鳩）、中川学（平群）、大濱幸枝（三宅）、辻本愛理（三宅）、的場健太郎（高取）、濱﨑亮輔（高取）、池田聡（十津川）、大前裕司（十津川）、西昌之（東吉野）、福岡尉仁（東吉野）、小林克典（東吉野）、調整中（曽爾）、調整中（御杖）、岡弥衣（大淀保育）
発言：≪平群町職労≫
北海道夕張市の財政課題についての学習会の開催を当局へ要求したが、拒否された。町村評や県本部で開催してしてほしい。
　　　≪答弁≫
開催にむけて、進めていきたい。
（２）　幹事会
１）　第１回
日時：９月13日（月）19:00～　会場：奈良県社会福祉総合センター　大会議室
参加：５単組＋県本部12人（高取１、三宅２、平群２、十津川３、東吉野３、県本部１）
議題：①年間活動計画について
②2021確定闘争にむけて（単組オルグ、統一要求項目、等）
③県本部執行委員（町村評枠）の選出について（平群町職労・中川学）
２）　第２回
日時：10月５日（火）19:00～
　会場：奈良県社会福祉総合センター　大会議室
参加：５単組＋県本部14人（高取３、三宅２、平群２、十津川３、東吉野３、県本部１）
議題：①2021確定闘争にむけて（要求書作成、統一要求項目、単組オルグ、等）
３）　第３回
日時：12月７日（火）19:00～
　会場：奈良県社会福祉総合センター　大会議室
参加：５単組＋県本部14人（高取３、三宅２、平群２、十津川３、東吉野３、県本部１）
議題：①2021確定闘争の推進・取り組みについて
　　　②第26回参院選（全国比例区）自治労組織内「鬼木まこと」予定候補の支持拡大について
４）　第４回
日時：１月18日（火）19:00～　会場：奈良県社会福祉総合センター　大会議室
参加：５単組＋県本部12人（高取２、三宅１、平群２、十津川３、東吉野３、県本部１）
議題：①2021確定闘争の決着にむけた第２次の取り組みについて
　　　②2022春闘にむけて（町村職総決起集会、単組オルグ、統一要求項目、等）
　　　③県本部第105回中央委員会「当面の闘争方針（案）について
　　　④平群町職労「（仮称）夕張市長を招いての夕張市財政問題学習会」について
　　　⑤鬼木まことサポーター（後援会）３月末までに「組合員20％」加入にむけて
（３）　年間計画
　第１回幹事会において、下記のとおり取り組むことを確認した。
	９月
	第１回幹事会
	３月
	第５回幹事会

	10月
	第２回幹事会
2021確定闘争単組オルグ
	４月
	スポーツ交流会

	11月
	
	５月
	（スポーツ交流会）

	12月
	第３回幹事会
	６月
	第６回幹事会

	１月
	第４回幹事会
	７月
	県外研修

	２月
	2022春闘勝利！町村職総決起集会
2022春闘単組オルグ
	８月
	第７回幹事会


（４）　上部団体、等
１）　近畿地連
①　町村評議会第１回幹事会
日時：９月27日（月）10:30～　会場：ＰＬＰ会館
参加：藤本副議長（近畿地連町村評議会幹事）
②　町村職活動者交流集会
日時：９月27日（月）13:30～　会場：ＰＬＰ会館
参加：藤本副議長（近畿地連町村評議会幹事）
③　第28回定期総会（Ｗｅｂ併用）
日時：12月20日（月）14:30～　会場：ＰＬＰ会館
参加：≪対面≫藤本副議長（近畿地連町村評議会幹事）　≪Ｗｅｂ≫平群２
２）　自治労本部
①　2022－2023年度全国町村評議会総会（Ｗｅｂ併用）
日時：９月10日（金）13:30～　会場：自治労会館
参加：藤本副議長（全国町村評副議長）
②　全国町村評議会第１回幹事会（Ｗｅｂ）
日時：10月７日（金）10:30～



参加：藤本副議長（全国町村評副議長）
③　全国町村評議会第２回幹事会
日時：11月５日（金）10:00～
　会場：東京・自治労会館
参加：藤本副議長（全国町村評副議長）
④　全国町村評議会2022年度賃金闘争・組織強化拡大交流集会（Ｗｅｂ併用）
日時：11月５日（金）12:00～
　会場：東京・主婦会館プラザエフ
参加：≪対面≫藤本副議長（全国町村評副議長）、平群１　≪Ｗｅｂ≫平群２
内容：全体会（2021確定闘争の課題と定年延長への取り組み、等）
　　　分散会（①賃金改善、②人員確保、③会計年度任用職員の組織化）
　　　平群町職労・岡田書記長から賃金改悪提案阻止闘争の取り組み報告
⑤　全国町村評議会第３回幹事会
日時：12月10日（金）　会場：東京・自治労会館
参加：藤本副議長（全国町村評副議長）
７，全国一般労働者のたたかい
（１）全国一般奈良地方労組第66回定期大会　
全国一般奈良地方労組は、９月４日コロナ禍の中でＷＥＢ会議として開催された全国一般評議会第17回定期総会を受けて、第66回定期大会を10月７日８単組・支部17人の参加で開催した。そして、2022年度活動方針の決定と新役員を決定し、組織強化拡大を目指しつつ中小合同労組運動を推進してきた。
　2022年度役員体制と、上部機関への役員派遣は、以下のとおり。
執行委員長　　 松村　和夫
　全国一般関西ブロック副議長　　　　　　
副執行委員長   向井　真三　　　　　
　　　
書記長　　　　 米田　勝紀
　県本部執行委員・関西ブロック幹事
執行委員　　   馬出  昭浩  　　  第１ブロック幹事　　
　　　
会　　計　　　 服部　美智子　　　　　
会計監査　　　 志茂　正信　　
（２）執行委員会等の開催
　奈良地方労組としての活動を具体的に進めるため、以下の通り開催し、組織強化拡大を重点課題として、活動を進めてきた。
・第１回執行委員会　12月16日　６単組・支部12人
　　　議題　活動経過について（年末一時金闘争・11/19～20労働相談会）
2022年度の活動計画　　　　　　　　
2022春闘の取り組みについて
　　　　　　
・春闘代表者会議（第２回執行委員会）　1月26日　
　　　議題　2022春闘方針について
　　　　　　組織強化拡大のとりくみ（春季労働相談会の開催について）
（３）組織強化拡大の取り組み
　労働組合組織率の減少傾向が続く中で中小企業労働者の組織化を目指して、既存職場における未加入労働者の組織化と、労働相談関西ブロック一斉労働相談(11月19～20日)活動に取り組んできた。結果として、既存職場での３名の新規加入と、８月以降の相談９件新規加入２名あった。
（４）2021年末一時金闘争
　コロナ禍の厳しい経済情勢下における2021年末一時金闘争を、「生活給の一部としての賃金確保」をめざして、10月７日の第66回定期大会において、下記の通り闘いの意思統一を行い、各単組・支部で取り組んできた。
　　　　要求金額　　3ヶ月以上・70万円以上
　　　　要求書提出　10月25日　　　
　年末一時金獲得に向けて５単組・支部で要求書を提出し、要求実現に向けて粘り強く交渉した結果、春闘時に年間締結している職場も含めて、妥結平均は293,410円(昨年307,035円)となり、各単組・支部において協定書を締結した。
（５）全国一般評議会・自治労等の活動
　中小合同労組である全国一般運動を進めるため、全国一般評議会や県本部・公共民間、連合の各種取り組みに参加し、各単組・支部における闘いを進めながら取り組んできたが、コロナ禍の中でＷＥＢ会議もあった。
　2021年11月４日　 県本部「鬼木まこと集会」
　　　　 12月３日　 連合北和地協第17回定期総会
12月10日　連合奈良2022春闘「中小労組交流集会」
12月19日　全国一般2022春闘討論集会(ＷＥＢ会議)
2022年 １月22日　全国一般関西ブロック2022春闘討論集会・第27回総会　
第９．全労済自治労共済の推進・拡大の取り組み
１，会議の開催状況

（１）県本部共済関係会議等
１）共済推進委員会

①第１回（2021年10月25日）

内容：じちろうセット共済継続募集・スポット募集の取り組みについて

②第２回（2021年11月22日）
内容：じちろう共済各種制度2022年３月末退職者対策と事務手続きについて

③第３回（2021年12月22日）
内容：◇じちろうマイカー共済「見積り・成約キャンペーン」について
◇セット共済2022年３・４・５月発効スポット募集の取り組みについて
（２）県支部関係諸会議等
１）県支部推進委員会
①第１回（2021年12月22日：奈良地域労働文化センター）
内容：◇各種会議報告
　　　◇運営委員・推進委員・業務検査担当者の交代

◇2022年３月末退職者の取り組みについて
◇じちろうマイカー共済「見積り・成約キャンペーン」について

◇セット共済 22年３月・４月・５月発効スポット募集の取り組みについて
◇第８回奈良県本部・奈良県支部共済集会の実施について
２，じちろうセット共済2022年４月継続募集　
「団体生命共済新規加入・増額年齢引き上げ」「長期共済等の新規加入年齢引き上げ」の周知から、「団体生命共済未加入者対策」「長期共済未加入者対策」をはかり、あわせて①若年層メニュー『タ型』②入院保障メニュー「12,000円・15,000円」の周知をはかった。さらには家族加入の推進による「家計にやさしい共済」として、組合員と家族からの多種多様な相談に対応するため、フリーダイヤルによる「セット共済なんでも電話相談」を開設し、新規加入推進と他共済・他保険からの切替促進をはかった。

各種共済の新規加入は、団体生命共済本人６件、家族３件、長期共済の新規数が４件、増口17件、税制適格年金６件、住まいる共済では火災共済４件となった。
３，じちろうマイカー共済見積もり・成約キャンペーンについて
公務員の身分を守る特有の保障を制度化、さらに、2021年11月制度改定により団体割引32.5％が適用される「じちろうマイカー共済」を組合員に周知する目的で、2021年10月１日～12月31日まで見積もりキャンペーンを実施した。
また、じちろうマイカー共済制度の優位性の認知度も上昇し、キャンペーン実施期間中の見積もり依頼件数は、34件となった。
なお両キャンペーンと連動する社会貢献活動での全労済「７才の交通安全プロジェク
ト」へ参画した。
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